
　

　

　

　

い
じ
め
問
題
を
切
り
口
に
子
ど

も
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
考
え
、

社
会
全
体
で
い
じ
め
の
根
絶
に
取

り
組
も
う
と
「
子
ど
も
を
は
ぐ
く

む
い
じ
め
０
の
集
い
」
が
10
月
28

日
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
市
内
小
中
学
校
の
教
職
員
や

保
護
者
、
地
域
関
係
者
ら
約
１
６ 

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

集
い
で
は
「
い
じ
め
を
な
く
す

ポ
ス
タ
ー
」
の
表
彰
式
の
ほ
か
、

広
島
被
爆
者
援
護
会
の
石
原
智
子

副
理
事
長
に
よ
る
「
両
親
か
ら
い

た
だ
い
た
命
を
生
き
ぬ
く
と
い
う

こ
と
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
石
原
さ
ん
は
、
優
し
さ

と
は
、
相
手
の
気
持
ち
に
な
れ
る

か
ど
う
か
、
人
の
優
し
さ
に
気
が

付
け
る
か
ど
う
か
で
あ
る
と
し
、

「
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
い
い

の
で
、
周
囲
の
た
め
に
自
分
に
で

き
る
こ
と
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
。

子
ど
も
た
ち
は
一
人
一
人
み
ん
な

が
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
あ
り
、
両
親

か
ら
い
た
だ
い
た
尊
い
命
に
感
謝

し
て
生
き
抜
い
て
ほ
し
い
」
と
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

　道後温泉本館の改修や道後
地区の活性化などについて話
し合う市道後温泉活性化計画
審議会の第３回会合が、10月
31日に市役所で開催されまし
た。会では、本館修復時の受
け皿となる代替施設の方針決
定および活性化を図る魅力の
向上策が話し合われ、12月中
旬の次回会合で結論を取りま
とめる予定です。

　東日本大震災直後から職員
派遣や物資提供などの交流が
ある宮城県南三陸町の佐藤
仁町長（写真左）が11月５日、
市役所を訪れ、「支援いただ
いた給水車などが大活躍して
います」と謝意を表しました。
野志市長が復興状況を尋ねる
と、佐藤町長は「水産業は活
気がありますが、商業の立ち直
りが課題です」と話しました。

　松山駅周辺地区のまちづく
りについて有識者や関係事業
者、市民団体代表らで話し合
う「松山駅周辺まちづくり審
議会」が11月７日、市役所で
開催されました。初会合では、
委員が３班に分かれて車両基
地の跡地利用をワークショッ
プ方式で協議。平成25年度中
に基本構想をまとめ、野志市
長に答申する予定です。

　市総合計画審議会・矢田部
龍一会長（写真左）らが10月31
日に市役所を訪れ、第６次松
山市総合計画基本構想（素案）
の答申を行いました。答申書
を受け取った野志市長は「前
向きな発想を持って市民の皆
さんとともに、たくさんの笑
顔があふれるまちにしたい」
と話しました。

宮城県南三陸町長が謝意

第１回松山駅周辺まちづくり審議会を開催 道後温泉の活性化に向けて

市総合計画審議会が答申

地
区
の
方
の
声

◦
四
国
の
水
力
発
電
や
、
湯
山
タ

ケ
ノ
コ
の
発
祥
の
地
と
し
て
も
有

名
で
す

◦
農
産
物
の
宣
伝
・
Ｐ
Ｒ
を
、
全

国
や
海
外
に
向
け
て
で
き
な
い
か

◦
小
野
３
号
線
が
開
通
し
て
朝
晩

の
交
通
量
が
増
え
て
危
な
い
の

で
、
交
差
点
付
近
の
対
策
を
お
願

い
し
た
い

◦
通
学
路
の
点
検
結
果
を
踏
ま
え

て
、
ど
う
い
う
対
策
が
取
ら
れ
る

の
か

※
抜
粋
、
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す参

加
者
募
集

第
37
回
＝
粟
井
地
区

【
日
時
】平
成
25
年
１
月
25
日
㈮

19
時
～
20
時
30
分

【
場
所
】粟
井
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー（
久
保
）２
階
大
会
議
室

【
対
象
】粟
井
地
区
に
在
住
ま
た

は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

【
定
員
】70
人
程
度

【
申
し
込
み
】12
月
17
日
㈪（
消
印

有
効
）ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
郵

送
、
フ
ァ
ク
ス
、
ｅ
メ
ー
ル
で
参

加
申
込
書（
市
民
参
画
ま
ち
づ
く

り
課〈
市
役
所
本
館
９
階
〉・
粟
井

公
民
館
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
）に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

年
齢
、
性
別
、
勤
務
先（
学
校

名
）、
市
長
と
話
し
た
い
こ
と
を

書
い
て
、
〒
790
８
５
７
１
市
民
参

画
ま
ち
づ
く
り
課
�zichi@

city.
matsuyama.ehime.jp

ま
た
は
粟

井
公
民
館
へ

地区の課題を話す参加者

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
参

画
ま
ち
づ
く
り
課
�
948
６
３
８

３
・
�
934
３
１
５
７
へ

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
�
学
校

教
育
課
☎
948
６
５
９
９
・
�
934

１
８
１
５
へ

31

湯山
地区

ゆ　 やま10
月
26
日
開
催
・
湯
山
中
学
校
体
育
館
・
参
加
者
57
人

　

市
の
東
部
に
位
置
す
る
人

口
８
１
７
７
人
、
３
０
２
９

世
帯（
11
月
１
日
現
在
）の
湯

山
地
区
。
湯
山
の
名
の
通
り

源
泉
が
多
く
、
市
内
中
心
部

か
ら
も
比
較
的
近
い
こ
と
か

ら
、
昭
和
30
年
代
に
は
奥
道

後
温
泉
の
開
発
や
企
業
の
保

養
所
・
ホ
テ
ル
な
ど
が
整
備

さ
れ
、
40
年
代
以
降
は
住
宅

団
地
の
開
発
に
伴
い
、
人
口

が
急
増
し
ま
し
た
。

　

地
区
を
走
る
国
道
３
１
７

号
線
は
、
平
成
９
年
に
水
ヶ

峠
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
、
今

治
市
・
し
ま
な
み
海
道
に
続

く
大
動
脈
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
春
に
は
市
道
小
野
３
号
線

が
開
通
し
、
市
南
東
部
と
北

部
を
結
ぶ
新
し
い
交
通
の
動

脈
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
区
に
は
本
市
の
水
が
め
・

石
手
川
ダ
ム
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ダ
ム
は
昭
和
48
年
に
完

成
し
現
在
、
本
市
の
お
よ
そ

半
分
の
水
を
賄
う
大
切
な
水

源
で
す
。
溝
辺
町
に
は
、
上

水
道
の
約
半
分
の
水
を
給
水

す
る
市
之
井
手
浄
水
場
が
あ

り
、
敷
地
内
に
設
け
ら
れ
た

市
水
道
資
料
館「
水
と
人
の

み
ら
い
館
」で
は
、
上
水
道

の
仕
組
み
や
歴
史
が
楽
し
く

学
べ
ま
す
。

　

食
場
町
の
石
手
川
沿
い
に

は
、
明
治
36
年
に
建
設
さ
れ

た
四
国
初
の
水
力
発
電
所
・

湯
山
発
電
所
が
あ
り
ま
す
。

現
在
は
無
人
化
さ
れ
、
自
動

運
転
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
当
地
区
は
県
内
で
も

有
数
の
タ
ケ
ノ
コ
の
産
地
と

し
て
も
有
名
で
、
毎
年
４
月

下
旬
に
は
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
大

会
が
開
か
れ
、
大
勢
の
人
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

～まちのいいとこ～
「誇れる」地域の宝 湯 山 編

県
内
有
数
の
タ
ケ
ノ
コ
の
産
地

湯山発電所

宿野町にあるタケノコ発祥の地の碑

　

地
球
環
境
へ
の
思
い
を
絵
や
言

葉
で
表
現
し
た
年
賀
状（
は
が
き
）

を
募
集
し
ま
す
。
入
賞
者
に
は
表

彰
式（
平
成
25
年
３
月
24
日
環
境

フ
ェ
ア
）で
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

【
募
集
内
容
】「
地
球
へ
の
年
賀
状

～
あ
な
た
の
地
球
環
境
に
対
す
る

思
い
」を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品

【
申
し
込
み
】平
成
25
年
１
月
７

日
㈪（
必
着
）ま
で
に
、
直
接
ま
た

は
郵
送
で
年
賀
状（
は
が
き
）の
表

面
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
、裏
面
に
作
品
を
書
い
て
、

〒
790
８
５
７
１
環
境
事
業
推
進
課

（
市
役
所
別
館
４
階
）へ

※
応
募
作
品
の
著
作
権
・
使
用
権

は
市
に
帰
属
し
、
返
却
し
ま
せ
ん

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
事

業
推
進
課
☎
948
６
４
３
４
・
�

934
１
８
６
１
へ

子
ど
も
を
は
ぐ
く
む
い
じ
め

　 

の
集
い

ゼ
ロ0

一
人
一
人
が
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

命の尊さについて
語る石原智子さん

環境年賀状集
募

（
昨
年
度
最
優
秀
作
品
）

平
成
25
年
１
月
７
日
㈪（
必
着
）
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